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研究成果の概要（和文）：　本研究は、在日米軍基地をめぐるベトナム反戦運動に関して、岩国米軍基地（山口
県）の近くに設置された反戦コーヒーハウス「ほびっと」を中心とする反戦運動の実態を取り上げた。
　アメリカにおける反戦コーヒーハウスは、基地内の反戦米兵と基地外の反戦市民運動を結びつける役割を果た
したが、岩国においては、べ平連の活動家が、基地内の反戦米兵と来日し日本で活動するアメリカ人反戦活動家
を結びつける役割を果たした。同時に、岩国市地元の市民が集い語り合う場でもあった。
　反戦コーヒーハウス運動は、べ平連の中で、市民的不服従、非暴力抵抗のモデルでもあったし、そこに集った
市民にとっては「アセンブリ」としての役割を果たした。

研究成果の概要（英文）： This study deals with anti-Vietnam war movements in US military bases in 
Japan, especially anti-Vietnam war movements at the coffee house "Hobbit" near Iwakuni US military 
base in Japan. 
 While anti-war coffee houses in USA connected anti-war soldiers in bases and anti-war activists 
outside bases, anti-Vietnam war Japanese activists in Iwakuni conneted anti-war soldiers in the base
 and American activists staying in Japan. At the same time, anti-war coffee house called "Hobbit" 
was the space where local residents gathered and talked.
 The anti-war coffee house in Iwakuni, Japan is characterized as the place of assembly for civil 
disobedience or non-violent resistance.       
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　べ平連が担ったベトナム反戦運動は、市民運動のひとつとして評価されてきた。1960年代末の多様な社会運動
のなかにおいて、反戦米兵やアメリカ人活動家と連携する反戦コーヒーハウス「ほびっと」の運動は、市民的不
服従ないし非暴力抵抗として評価することによって、反戦市民運動としてのべ平連の活動をよりよく評価でき
る。
　また「ほびっと」に集い語り合った地元市民にとっては、自分たちの人生、家族、地元社会についても語り合
う空間として機能した。これは、バトラーやネグりたちが言及する「アセンブリ」として機能したと考えられ
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 研究を開始するに当たり、いくつかの条件が整い、研究を進めることが可能となった。まず、 
当時ベトナム反戦運動の担い手であった人びとが再会する機会があり、直接に連絡を取り、イン
タビューすることがより容易にできるようになった。また第二に、かつての活動家へのインタビ
ューをきっかけとして、これまで知られていなかった一次資料に接する機会を得た。さらに第三
に、日本でも活動していたアメリカの反戦団体に関係する資料をアメリカで入手することがで
きるようになった。こうした条件を最大限に活用することによって、日本におけるベトナム戦争
反対運動について、研究を進捗させることができると確信し、研究を開始した。 
 日本におけるベトナム反戦運動の中心的担い手のひとつであった「べ平連」（ベトナムに平和
を！市民連合）は、各地でさまざまな創意工夫を重ねていた多様性に富んでいる。それらをすべ
て網羅することは困難であるが、三人の研究者で分担して、いくつかの地点から調査研究を開始
することはできると考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、1960 年代から 70 年代にかけて世界中で拡大したベトナム反戦運動の
中で、在日米軍基地内部 の反戦兵士による反戦運動とその支援活動に焦点を当てて、軍隊
内外のベトナム反戦運動の内実をトランスナショナルな社会運動として明らかにすること
にある。具体的には、①在日米軍基地のアメリカ軍兵士を対象にして 日本で活動したアメ
リカ反戦団体（Pacific Counseling ServiceやMilitary Law Office）の活動内容を検証し 、
②日本側のパートナーである「べ平連」（「ベトナムに平和を！市民連合」）との協力関係を
分析するととも に、③軍隊内外のトランスナショナルな反戦運動を明らかにすることにあ
る。 
 日本におけるベトナム反戦運動がトランスナショナルな社会運動という側面をもってい
るとしても、どの程度トランスナショナルな性格を有しているかは、地域によって異なる。
本研究で中心的に取り上げるのは、沖縄、福岡、岩国の 3地域である。沖縄は、1972年ま
でアメリカの統治下にあって、多くの米軍基地が集中し、日本とアメリカの間で複雑な地位
を占めていた。福岡は、東京から見ると地方都市であるが、九州のなかでは中心的な地方都
市であるという特徴を持っている。岩国は、海兵隊の基地があり、当時世界でも最も活発な
基地内反戦運動が起きており、基地周辺に反戦コーヒーショップが設置されるなどベトナ
ム反戦運動にも特徴を有していた。 
 
 
３．研究の方法 
①資料収集および聞き取り対象者のリストアップ： すでに収集済みの一次資料と聞き取
り対象者のリスト作成 を行うとともに、未収集の資料と所蔵場所の確認、今後実施予定の
聞き取り対象者のリスト作成を行い、「地域べ平連研究会」を開催するときに情報を共有す
る。 ②資料の収集と分析： 在日米軍基地の米兵が発行していた反戦新聞、反戦米兵の活動
を支援していたアメリカ の反戦団体（Pacific Counseling ServiceやMilitary Law Office
など）が作成していた内部資料について調査 を行い、日本における活動の全体像と日本の
反戦運動との関係について検証する。③聞き取り調査の実施： アメリカの反戦市民団体の
元メンバー、在日米軍基地に勤務していた元兵士に対して聞き取り調査を実施する。また、
岩国、沖縄、福岡、東京など日本国内でも各地域べ平連運動メンバーに聞き取り調査を実施
する。活動の背景、日本の反戦運動との協力関係、米軍当局との関係、抱えていた課題、ラ
イフヒストリーなど調査する。 
 
 
４．研究成果 
研究期間中、新型コロナウイルスの影響により他所への移動を伴う調査が困難になり、国
内および海外でのインタビュー調査、資料調査については、自粛せざるをえないことがあっ
た。また研究会の開催も対面式ではなく、オンライン形式で実施することを余儀なくされた。   
そうしたなかにあっても、「地域べ平連資料集」の復刻出版に向けて、確認・準備作業を
進めることができた。復刻出版に向けて、どれくらいの資料が利用可能なのかを確認しなが
ら、入手資料を PDFの形に電子化する作業、未入手の資料を探し出す作業、どこまでの範
囲で資料集に収めるかの検討作業、内容や発行者についての調査作業などを実施すること
ができた。地域べ平連の復刻資料集は、すべての地域べ平連の資料を網羅することは難しい
が、福岡、沖縄、岩国だけではなく、関西や名古屋など、より多くに地域をカバーすること
を予定している・ 
また、「地域べ平連研究会」として、地域べ平連の論文集出版に向けて、原稿執筆、原稿
内容の検討などの作業、全体の調整作業を繰り返して、編集作業を進めている。そこでは、



沖縄、福岡、岩国だけではなく、長崎、神戸、千葉、神奈川などの地域についての寄稿を収
録する予定である。 
本研究のメンバーは、沖縄、福岡、岩国に焦点を当てて研究を進めた。べ平連を中心とす
るベトナム反戦運動は、反戦市民運動であるとしてひとくくりにされてきた。職業や立場の
違いがあっても、「市民」としての共通の立場でベトナム反戦を訴えたことが強調されてき
たわけである。本研究では、それとは逆に、「市民」という共通性を強調するのではなく、
地域に着目することによって、ベトナム反戦運動に参加した一人ひとりの個性から出発す
ることができたのではないかと考えている。地域によって、近くに米軍基地があるかどうか、
アメリカ人の反戦活動家が地域に常駐しているかどうか、米軍基地内で反戦活動が存在し
ているかどうか、つまり、トランスナショナル性や地域性の違いによって、地域のベトナム
反戦運動は違いがある。さらに、異なるライフヒストリーをもつ個人がベトナム反戦運動に
対して個性的に関わっていた。ベトナム反戦運動を研究するに際して、地域に焦点を当てる
ことによって、さらに反戦運動の担い手の個性にも焦点を当てることで、「反戦市民運動」
の実態に少しでも接近することができたのではないかと考える。 
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